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第2図ブナースズタケ群集側面図，樹冠投影図Fc－ブナ,Sc一タンナサワ
フタギ,Rq－シロヤシオ,RM－ホンシャクナゲ
コシアブラ･オオイタヤメイゲツを伴っている。亜高木層においてはシロヤシオ･ホンシヤ
クナゲ・コハウチワカエデ・タンナサワフタギ・コシアブラ・ヤマグルマが，低木層では
スズタケが優占し，極めて少なく混ずる種にはカンスゲ・カナワラビ・シシガシラ・ツル
リンドウなどがあってプナースズタケ群集－鈴木1949に属する森林がよく極盛相を保って
発達している。
また本地域の二次林にはツツジーミズナラ群落，ツツジ群落，ホンシャクナゲ群落など
がよく発達をみているが，方形区調査による結果は第4表に示した。この組成は亜高木層
にシロヤシオ・ベニドウダン・アカヤシオ・サラサドウダンなどのツツジが優占し，ミズ
ナラ・ホンシャクナゲ・コバノミツバツツジ・サイゴクミツパツツジ・アブラツツジ・ブ
ナ・クマシデ・イヌシデ・ヨグソミネバリ・タンナサワフタギ・リョウブ・マンサク・シ
ロモジ・ヤマポウシ・コシアブラ・タカノツメ及びモミ・ツガ・スギ・ヒノキなどの針葉
樹が混じている。低木層にはシロモジ・アブラチャン・ホンシャクナゲ・ツノハシバミ・
クロモジ。ウラジロノキ・ツクバネウツギ・ホツツジなどにクロソヨゴ・イヌツゲ・アセ
ビなどが散木的にみられ，林床はカンスゲ・イワカガミ・マンネンスギ・シシガシラ・ノ
ギラン・タテヤマリンドウ・ヒメイチゲ・ヒカゲノカズラ・ツクバネ､ノウ・エンレイソ
ウ・バイカオウレン・クワガタソウなどに常緑の小低木であるアカモノ・ハイイヌガヤ・
ツルシキミ・ヒメモチ・コケモモが部分的に分布している。またこれに代ってミヤコザサ
が林床を被っている地域もみられる。本岳部においてはホンシヤクナゲは海抜320m附近
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第4表ツツジーミズナラ群落組成要約表
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より分布をみるが，特に群生をなして生育をしており，藤内沢，国見岳北谷，鎌ガ岳長石
谷，御在所岳西斜面，雨乞岳東斜面に大群生地がみられる。
このようにツツジ科の樹種が，優占種として生育することが注目されるが，この因は基
岩がほとんど黒雲母花崗岩で，森林内の土壌は一般に浅く基岩の崩積土及び僅かの腐植土
よりなっているが，特に中腹以上の地は気温変化による理学的風化作用ならびに氷霜によ
る理学的風化作用が不連続的に行われ，等高線は複雑で，小さい谷が多く谷密度が高く，
常時土壌侵蝕をうけ，地味は渚せp､Hは5．1から6．8で酸性＋となっている。この土壌性
質が因の一部をなすと共に，人里に近く人為的にツツジ科植物の上層を占める樹種が取り
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除かれたために最優占種となったものと考える。このことは同地域の伐採，運搬に不便な
局所に残存成立するブナ天然林，ブナ半天然林の存することと比較考察して，ほぼ正しい
見方であると思われる。
つぎに頂上または南東斜面などの樹木少なく，陽光に恵まれた地域にはススキーミヤコ
ザサ分那集が発達をみている。この中にミズナラ・イヌツゲ・ベニドウダン・タニウッ
ギ・アセビ・カマツカ・タンナサワフタギ・アカモノなどが極めて僅かに分布し，草本で
は好陽性のミヤマママコナ・ヨモギ・アキカラマツ・センブリ・アキノキリンソウ・トリ
カブト・オミナエシ・オトギリソウ・ウスギナツノタムラソウなどが僅かに混じている。
VI岩壁植物群落本地域は随所に岩壁地形がみられるが,御在所岳の北斜面，鎌ガ岳
第5表湿性植物群落組成要約表
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南斜面，東斜面，雨乞岳の愛知川源流部などが代表的な地域である。この群落の組成要素
はベニドウダン･シロャシオ・アヵャシオ・アブラッッジ．コアプラツツジ・ウスギヨウ
ラク･コバノミッバッッジ・サイゴクミッバッッジ・アカモノ・コケモモ。オオコメツ､‘,ノ
ジ・コメツツジ・ホンシャクナゲ・ウラジロハナヒリノキなどのツツジ科樹種にタンナサ
ワフタギ･アセビ。イブキ・ヒメコマツ。スギ・ヒノキ．ツガ。モミ・ハイイヌガヤを混
じている。草本層にウチョウラン・イrフキンバイ・イワカガミ。カンズゲ。ハクサンオミ
ナエシ・ノギラン・コモノギクなどを生育させている。特に注目すべきは藤内壁附近にコ
メツツジ・オオコメツツジ。イワヒゲ･ミヤマオダマキ・ハクサンオミナエシ・キンコウ
カなどの北部系植物が遺存されるが，これは植物分布地理上興味深い事実である。この生
育環境（微気候その他）及び生態について調査測定中につき後日機会を得て報告する。
VII湿性植物群落御在所岳は平頂峰をなし，中央部に湿原がある。本湿原はオオミ
ズゴケ･ホソベリミズゴケなどが30cmから50cm堆積する上にキンコウカ．アオコウガ
イゼキショウ・カンスゲ・カハッ・スゲ・テキリスゲ。アブラススキがかなりの頻度をもっ
て出現している。それにモウセンゴケ。ヌマガヤ・イワカガミ．ススキ。サワゼリ．ノギ
ラン・タテヤマリンドウ・チョウジギクなどが混じている。
さらに御在所岳及び周辺には溪谷，湿潤地が多い。この中長石谷，北谷不動附近，愛知
川源流部，藤内沢，北冷水附近に抽出により1m2の方形区を設定調査したが，その組
成主要植物は第5表に示した。これによると多く出現する種はオサシダ．リョウメンシ
ダ・ジュウモンシダ・ダイモンジソウ．ウワパミソウ・カンスゲ・イワギボウシ．アオコ
ウガイゼショウ･アケポノソウ・ヤシャゼンマイ・シモツケソウなどで，これにイワタバ
コ・ミズタビラコ・ダイコンソウ．ホガエリガヤ．キッコウハグマ．マツカゼソウ．チョ
ウジギク・キンコウカ・ハナゼキショウ・イワザクラ．サワハコベ．ミズタマソウ・ミカ
エリソウ・オオミズゴケ･ﾁデﾐゲｻ･ミズヒキ･がﾝｸビｿｳ･ヘラシダ･ｶｼﾜパﾊ
ダﾏ・シケシダ・キジノオシダ・ヤブソテツ・クジャクシダなどが頻度は低いが出現して
いる。北冷水，愛知川源流部，藤内沢附近にはシモツケソウがみられ，長石谷においては
襲速紀要素に含まれるイワザクラ(P"""Jα加s""sis)が高い頻度で出現している。
要約
鈴鹿山脈の最高地塊地域である御在所岳及びその周辺の植物群落調査を行いその結果を
次のように報告した。
1）海抜300m前後まではツプラジイ．タブ．ヤブニッケイ．ヤプツバキ．サカキなど
を主とする二次林で，これ以上海抜800mの間はアカガシ．ウラジロガシ．アセビ．イヌ
ツケなどを主とする二次林で常緑広葉樹林帯としての森林の組成を示している。またこれ
らの地域には萠芽型の薪炭林が多く，スギ・ヒノキ．アカマツの植林地もある。
2）海抜800m以上の山頂部附近にはプナースズタケ群集の天然林及び一応極相に達し
て安定した森林がみられる。その組成は第3表に示した。このブナ林は森林帯的には常緑
樹林と接触している。この外，ツツジーミズナラ群落，ススキーミヤコザサ分群集などが
発達をみており，ツツジ科樹種の優占する因について考察した。
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第3図長石谷溪谷に生育するイワザクラ
3）尾根部に亜極盛相を呈し成立するアカマツーコバノミッバッッジ群落及び岩壁植物
群瀞，湿性植物群落などに関する群落組成の解析などを記述した。
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S画敢mnary
Thisistoreportthesummaryoftheinvestigationofthearborealdistribution
inGozaishO_dakeanditssurroundingareea.
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'一
(1)Theprimaryforest:jwerealmost(lestroyedinthisa,rea,leavingfewregions
ofnaturalforests.Therefore,almostalloftheforestsherearethesecondaryones,
(2)Investigatedfromtheviewpointofthedistributionalconditionsoftl,e
survwingnaturalforestsandthespeciesofindicatortreesinthesecondaryforests,
theforestzoneinthisareacanbedevidedintotwoparts:
1．Asfaras800metersabovethesea.levelistheevergreenforestof
subtropicalzone,and
2.Thehigherpartfromtheretothetopisanareaofdeciduousforestof
telnPeratezone.
(3)Theprincipaltreesintheevergreenforestare:
1.Evergreentrees,suchasCjﾉcJo"ﾉα""sis""",C・叙α"","s"""sis"Spj"",
α”"α碗0加呪加血加泥icw",M泣醜""sォ〃"6"gij,Cα加g"jα滋加"",CJeyej'@"加"",
""'""""Josu,andD"d7'opmfa元か城α"s;and
2．Acerosetreess,"hasCα"z泥"sTsc"o"os",C.J"""om,Q""c"sfz""ssi”α，
Q.s"γα",C""""CJ'ejz"";and
3.InSub.treestrataandshrubstrata,E7'j"Cmetakesthepreoccupationtothe
youngtreesofthosementionedabove,andsuchacerosetreesasC7"加加gγja
j"加刀j",
C〃α"z"Cy′αγiso肘"sa,Pj""sde"si"om,andRpe"JEp〃"αareseenhereand
there・Iviesareflollrishinghere.
Especiallythisregionisremarkableforthetreesforwoodandcharcoal.The
charactereresticfeatureofthisregionisthattheforestsherearethoseones
developedfromthegerminationofoncecutdowntrees,andmanyofthemare
“"j""sTsc"o"os",C.J"j"""Q"""sQcw"ssj"αandQseγγ“＠．
(4)OnlythenorthernridgeofKamaga-dakeandafewotherareashave
deciduousbroad-leavedforests.Almostalloftheforestsarethesecondaryones,
andmanyofthesurvivingnaturalforestsconsistofFhgWscl'e""",Q""c"s
池o"gひ""var.g7'OSS"""@",andE""Cme．F世gwscl'e"""-"s"'"""γas“"scom
m''TMtiesaresometimesfoundhere.
(5)Theupperpartofthedeciduousbroad-leavedforestshavemanyE""C"g
communitiesandEJ'iC""e-Q"""S"O"gひ""var.g7'OSseS""""comm''nities.
Thisisprobablybecausemostoftheconstituentsofbaserockaregraniticand
easytobedegroded,andthesoilmeasuresundertheforestsaremostlyshallow,
dissectedattheirprimetime,erodedfreguenthy,becomingsterileandacid,and
thestrataoftreeshigherthanE"CzzC"ehavebeenartificiallyremoved.
Regardingthedecisionoftheunitofthecommunitiesinthisarea,thewriter
isplanningtosendareportnexttime.
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